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愛媛県今治市の概要①

うち外国人 5,064人

外国人比率 3.51%

人口 144,356人

平成の大合併（平成17年１月）により、12の市町村が１つの家族に

愛媛県では、県庁所在地（松山市）に次ぐ県下第２の都市

(令和８年８月31日時点）

2



愛媛県今治市の概要②

海事産業

エネルギー産業

～日本最大の海事都市～ ～世界のブランド「今治タオル」～
●造船業 ●舶用工業 ●海運業

ほかにも… 食品・製塩産業

愛媛県今治市の主な産業

タオル産業

●タオル工業 ●染色整理業 ●縫製品工業

伝統産業観光産業 農林水産業 など

製造業やサービス業を中心に、多くの分野で外国人住民が活躍

今治市の傾向
●外国人住民なしには地域が成り立たない段階へ
●海事産業の集積地域は、すでに10人に１人が外国人住民
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国籍別・在留資格別の外国人住民割合（令和８年４月30日時点）

技能実習 44.2%

特定技能 28.1%

永住者等 9.1%

日本人の配偶者等 1.6%

永住者の配偶者等 0.2%

定住者 0.8%

技術・人文・国際 4.6%

留学 4.5%

特別永住者 0.7% 家族滞在 2.1% その他 3.8%
技能実習＋特定技能

72.3%

永住者・定住者等

11.8%

フィリピン 43.9%

ベトナム 15.3%

中国 14.8%

インドネシア 10.5%

ミャンマー 4.4%

ネパール 2.1%

韓国 1.5% その他 7.5%

在留資格別国籍別

全国平均と比較し、技能実習・特定技能が多く、
キーパーソン候補者となりうる層（長期在住者）が少ない。

今治市の傾向

技能実習＋特定技能

20.5%

永住者・定住者等

33.5%

全国（R7.12.31）
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中学校区別の外国人住民数等（令和８年８月31日時点）

日吉

（吹揚・常盤）

近見

（別宮・近見）

立花

（立花・鳥生）

桜井

（桜井・国分）

南

（富田・清水）

西

（日高・乃万）

北郷

（波止浜・波方）

朝倉

（朝倉）

玉川

（鴨部・九和）

大西

（大西）

菊間

（亀岡・菊間）

大島

（吉海・宮窪）

伯方

（伯方）

大三島

（上浦・大三島）

関前

（岡村）

女（外国人） 223 100 181 92 119 255 151 13 83 62 41 25 61 52 2

男（外国人） 306 302 146 118 75 223 661 17 32 779 21 362 455 107 0

外国人割合 2.72% 3.42% 1.97% 1.68% 1.11% 2.51% 6.66% 0.83% 2.68% 10.98% 1.35% 7.82% 9.58% 3.49% 0.69%
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中学校区別の外国人住民数及びその割合
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大西

北郷
伯方

愛媛県今治市の地域特性

市役所

海事産業の集積地域

吉海

他自治体と比較して外国人が一同に会しての
イベントや教室実施に不利な環境にある。

今治市の特性

島しょ部（一般道なし/高速道路のみ）を抱えている。

高速道路＝生活道路
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分析 （いよぎん地域経済研究センターによる分析） ※今治市多文化共生推進プラン（資料編）5ページより抜粋

今治市多文化共生推進プランの概要①
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基本理念

瀬戸内の世界都市として
誰もが住み続けたい輝くまち

地域に多文化共生の種をまき、
共生の芽を育てます

地域住民を巻き込み、
地域に共生の輪を広げます

多文化共生が生活の中に
根付き、笑顔があふれます

誰もが住み続けたい
輝くまちになります

Ⅰはじまり Ⅱつながり Ⅲひろがり Ⅳひびきあい

必要な人に必要なサービスや
情報が届く仕組みの構築

地域社会への参画と
協働の推進

防災、交通安全・防
犯の推進

日本語学習機会の確保と
母語保持への配慮

教育・子育て・保健・医
療・介護等に関する支援

相互理解の促進と多
文化共生の機運醸成

外国人材の受入れ支援

生活支援アプリ
モデル地区の選定
キーパーソンの発掘

防災訓練への参加 日本語教室の体制整備 学びの支援 外国人差別の解消 留学生就職の支援

外国人住民の
生活相談体制の充実

行政情報等の多言語化と
「やさしい日本語」化

生活に身近なルール
などの周知と啓発

食・アート・スポーツ・音楽を
keyに多文化交流の促進

定着促進と
キャリア形成支援

外国人住民に伝わるコミュ
ニケーション手段の普及

本市ゆかりの外国人や在
外邦人との連携交流促進

相談体制の整備 やさしい日本語の普及 啓発動画の制作・周知 交流イベントの実施 資格取得の支援
お互いの言語を
教え合える語学教室

交流ネットワーク拡大

【令和８～９年度着手】 【令和10～11年度着手】 【令和11～12年度着手】

【基本方針 ３ 】

産業に活力を
与えるまちに

【基本方針 1 】

人が元気に
なるまちに

【基本方針 ４ 】

輝くまちに
【基本方針 ２ 】

しなやかで
強靭なまちに

【令和9～10年度着手】

基本方針１－１

基本方針１－２

基本方針１－３

基本方針１－４

基本方針２－１

基本方針２－２

基本方針４－１

基本方針４－２

基本方針１－５

基本方針３－２

基本方針４－３

基本方針４－４ 基本方針４－５

基本方針３－１

施策の基本方針

今治市多文化共生推進プランの概要②

日本人住民も外国人住民も共に今治を創る地域住民として「秩序ある共生社会」を目指すため、その方針や取組の方向性を示すプランを令和８年３月に策定。

8



地域日本語教室

●主 催 ：今治市（受託者：今治市国際交流協会）

●開催頻度：月２回（毎月第２・第４日曜日）

●講師：有資格者（民間資格）または準ずる経験のある方が中心

●開催地域 ：大西地域

●内容：普段の生活や職場で使う日本語を学習

日本語教師の担い手不足最大の課題

現地開催の重要性は認識しており、海事産業の集積する他の３地域での展開も
模索しているものの、日本語を教えることのできる人材が不足。
すでに、オンライン化を検討している状況。

今治市の現状

くらしの日本語教室
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